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 平成26年四国中央市教育委員会第１回定例会会議録 

 

平成26年１月28日（火） 午前９時30分～ 

 

四国中央市本庁５階第２委員会室 

 

５名 

 

委員長 守谷 一郎 、委員 篠原 祥子、委員 近藤 達之介 、 

委員 鈴木 千明 、教育長 野村 勝廣 

 

なし 

 

教育部長 片岡 俊助 、 教育総務課長 真鍋 葵 、 

学校教育課長 鈴木 清勝 、 学校教育課長補佐 細川 哲郎 、 

生涯学習課長 伊藤 茂 、 人権啓発課長 古川 拡延 、 

文化図書課長 曽我部 和司 、文化図書課長補佐 田邉 真二 、 

国体推進課長 藤田 恭二 、 教育総務課長補佐 鈴木 一好 、  

少年育成センター所長 内田 康彦 、 教育総務課副課長 高橋 徹 、  

教育総務課係長 星川 直子 、 教育総務課 戸田 浩史 

 

１名(報道関係者) 

 

 

開会 

午前９時30分 第１回定例会の開会を宣する。報道関係の傍聴者に、写真

撮影は最初の５分間のみ許可する旨伝える。 

 

委員長挨拶 

各地でノロウイルスや当市でもインフルエンザ流行の兆しがあるようだが、お互い

に手洗い等を行い感染予防に努めたい。成人式が本年の第一日曜日(1/5)と非

常に早い時期に行われた。今回初めて川之江・三島・土居地区と同時開催であっ

たが、天候にも恵まれ比較的平穏に行われ好評であったと思う。また、1/12には第

27回新春やまじっこマラソン大会が開催された。年を追うごとに参加者も増え、新春

恒例の行事として定着してきている。1/19には第３回紙のまち新春競書大会が開

催され、新春に相応しい清々しい雰囲気の中で行われ良かったと思う。皆様もお気

付きのことと思うが審査の間の時間等については工夫が必要であると感じた。難し

いことではあるが今後の課題である。成人式に関しては、閉会後に反省点や検討

課題について話し合うので、委員各位にはその際にご意見等いただければと思う。

何はともあれ、準備・運営・事務処理など生涯学習課、文化図書課中心に大変だ

ったと思う。ご苦労であった。そのようなことで、今年も良いスタートが切

れたのではないかと思うが、悲しい出来事もあった。ご承知のとおり三島南

中学校の校長先生が亡くなられた。心からご冥福をお祈りしたい。学力テス

トの成績を学校別に公表すべきか等の議論がなされているが、新聞報道によ

ると西条市の小学校で国語・算数・理科の計20問、６年生12人の児童の回答

を50代の男性教諭が児童の字に似せて改ざんしたと報道された。児童の学習

達成度の結果を踏まえての授業改善を図ることではなく点数にこだわってし
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高橋副課長(教総) 

 

委員長 

 

全委員 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まい、本来のテストの目的と違ってしまった。学力テストは私が子どものこ

ろにも受けたが、その頃にも香川県と愛媛県が競い合い、点数にこだわる弊

害が出てしまった。今回、早くもそうした弊害が現れ非常に残念に思うし、

これから十分教職員全体が気を付けなければならないことである。特に管理

職の皆、事務局の皆については、学力テストの趣旨や目的は基本的なことな

ので、理解されているであろうと見込み指導を徹底されていないこともあ

る。そのため日頃から若手や先輩を問わず学力テストの趣旨や目的の理解度

について注意していく必要があると思った。 

 教育に関しては、教育再生ということで安倍内閣となって非常にテンポが早く重

要課題が論議されている。引き続き教育制度の改革や指導要領改訂等、出てきて

いる。何れにしても私達はそれぞれの課題について共に十分議論し慎重に対処し

て行きたい。今までも同じであるが、これからもよろしくお願いしたい。 

 年末には三島高校ラグビー部が１勝でき良かったと思う。２回戦は相手が非常に

強く残念であった。 

これから年度末に向けて仕事も仕上げの段階に入ると思うが、仕上げを含め年

度の計画等を慎重に進めていただきたい。 

 

会議録承認 

会議録の承認について諮る。平成25年第12回定例会会議録案について、事

務局より説明を求める。 

 

平成25年第12回定例会会議録案の概要を説明する。 

 

平成25年第12回定例会会議録案の承認について諮る。 

 

承認する旨答える。 

 

承認の旨確認し、平成25年第12回定例会会議録の原案を承認する旨宣す

る。既に指名の委員には、それぞれ後ほど会議録に署名を願う。 

 

会議録署名委員の指名 

平成26年第１回定例会会議録署名人に、篠原祥子委員、野村勝廣教育長を

指名する。 

 

報告事項 

諸般の報告を求める。 

 

大きな行事として先ほど委員長からも報告があった紙のまち新春競書大会

においては、皆様方に終日大変お世話になりお礼申し上げる。また、教育委員会

のスタッフの皆様方、前日の準備、片付けと大変お世話になった。 

委員長からあった学力テストの件については、次回の教育委員会で審議いただ

くことになろうかと思うのでよろしくお願いしたい。学力テストで本市も非常に成果を

上げてきていることは事実である。私としては以前も述べたように、行政からお金が

出ているから説明責任があるという論理はあるとは思うが、行政と教育が独立してい

ることを考えれば、教育には教育の本質がある。学力テスト結果を公表することが

本当に良いかどうか、そうしたことを考えた時に自然と方向性が出てくると思われ

る。学力テストであれほど競争を煽れば不正が出てくるのも必然であり、愛
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鈴木補佐（給食） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

媛県だけではなく他県でも起きているのではと疑いたくなる。国際的な学力

テストで順位が落ちたから慌てているという状況は理解するが、私は日本の

教育は世界に誇る教育であると思っているし、何が新しいことなのかと言う

よりも何が真実なのかと言うことをしっかりと本質を踏まえて進めなければ

ならないと思う。OECDの行った国際成人力調査によると、日本は世界一で

ある。成人力調査というのは色々な判断力、思考力を含め大人としての資質

調査である。注目すべきはアメリカ、イギリス、フランス、ドイツなどの先

進諸国は低位だったという点だ。そうしたことを考えた場合、日本という国

は素晴らしいと思った。世界の流れの中でその流れに便乗するよりも、それ

を踏まえつつ日本の伝統文化、歴史を元にした日本人の考え方というものを

大事にしなければならないと思う。経済の分野では、経済の中心となれば自

由経済では勝ち組であり、負け組とははっきりと立場が異なる。10社あれば

１社だけが勝ち組で後の９社は負け組である。欧米の資本主義経済を取り入

れたために今日の混乱があるのではないか、本当は、日本が経済世界第２位

に伸し上がった、日本本来の家族的で雇用制度の充実した以前の方が遥かに

日本人らしさがあり、お互いに助け合うとか会社に忠誠心を持つとかそうい

うもののほうが良かったのではないかと色々と考えることもある。そういう

面で私は日本人としての誇りを持って伝統文化中心に日本人が捨ててはなら

ないものを大事にして行く教育を貫いていかなければならないと思う。 

その他、私から申し上げることはなく、諸般の事項について各担当から報

告させるのでご審議をよろしくお願いしたい。 

 

各課から事務報告を求める。 

 

教育総務課所管の教育総務・学校管理・学校施設に関し、事務報告する。 

1/27 (公財)伊予三島奨学会理事会が行われ、会計処理規程の改正や電算

システム導入について審議された。 

1/28 本日、第１回定例教育委員会である。午後より耐震補強工事に関す

る四国中央市競争参加資格審査会が行われる。対象となる案件が、松柏小学

校北校舎、妻鳥小学校北校舎、中曽根小学校南校舎である。 

2/7 教育厚生委員会管内視察が行われ、松柏小学校南校舎を視察予定で

ある。 

 

学校給食に関し、事務報告する。 

先ほど委員長も話されたノロウイルスの件だが日本国内を騒がしている。

静岡県浜松市で起こった食パンの食中毒、広島市の学校給食弁当におけるノ

ロウイルスの食中毒等が取り上げられている。当市学校給食においては、ノ

ロウイルス対策として80～90℃で90秒加熱(ノロウイルスが全て殺菌される)

して給食を作っている。但し、加熱後如何に慎重に扱うかによって食中毒が

起こるかどうかが決まってくる。当市の場合は、㈱四国中央市総合サービス

センターに調理を委託しているので、その会社に調理員の健康管理を徹底す

るように指示を出している。また、調理員主任会(1/24)で全調理場より主任

に集まっていただいだが、その際も再度健康管理等を徹底するよう依頼し食

中毒が起こらないよう注意している。 

インフルエンザが当市でも流行ってきている。本日、三島南中学校では午

前中授業のみということで１、２年生の給食を停止した。本日の報告によれ

ば２年生22名がインフルエンザにかかっており、明日、明後日が学年閉鎖と
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内田所長（少年） 

 

 

 

 

なるため、その間も給食を停止する。現状を報告させていただいたが、毎年

この時期はインフルエンザが流行っている状況である。 

1/6～月末 平成26年度学校給食用物資納入業者登録申請を行っている。

昨日までで22業者の申請があった。前年は40業者であり、今年はこのままで

行くと前年よりやや少ない状況が予想される。 

1/17 平成25年度食育推進指導者研修会が県庁にて開催された。タニタ食

堂の西澤先生による講演が行われ、午後より当市新宮小・中学校の鶴井先生

が発表を行った。 

1/20 三島野菜部会が開催された。 

1/24 平成25年度食育推進指導者研修会が開催された。衛生管理マニュア

ルの改訂を今年行っており、その原案ができたので調理員に提示している。 

1/30 平成25年度特定給食施設等関係者研修会が保健センターで実施され

る。当市保健所が主催であるが、恐らくノロウイルス対策等についての内容

になると思われる。 

2/6 第２回学校給食会理事会が開催される予定である。理事会では来年

度の給食費を決定する予定である。来年度４月より消費税が８％に増税され

ることが決定しているためである。 

1/22の三島小学校学校給食交流会から始まり、各学校で給食会が順次行わ

れる。農家の方に参加いただき給食交流することにより、この方たちが作ら

れた野菜をいただいているということで残さいが減ってきている効果が得ら

れている。 

2/15 第39回四国中央農山漁村ふるさとづくり大会、第９回四国中央市地

産地消・食育推進フォーラムが川之江文化センターで行われる。毎年行われ

ているが、地域の方々が色々な料理を作っていただき、午後からは講演が行

われるのでご参加よろしくお願いしたい。 

 

学校教育に関し、事務報告する。 

1/8 幼稚園・小・中学校で３学期始業式を行っている。 

1/10 特別支援教育コーディネーター会議が福祉会館で開催された。市内

のコーディネーターの先生方が集まって行われた。 

1/17 1/2に三島南中学校の校長が亡くなられた。告別式は1/4に家族葬と

いう形で行われたが、学校でのお別れの会ということで14時より１時間半に

わたり行われた。代表で私と教育長が出席させていただいた。 

1/23 学校保健研究大会が福祉会館にて開催された。 

1/29 「実践的防災教育総合支援事業」成果発表会が妻鳥小学校で午後１

時30分より行われる予定である。 

1/29 第８回中学生海外派遣事業ニュージーランドホームステイ報告会が

福祉会館にて行われる予定である。 

1/31 第３回教務・研修・学力向上推進主任研修会が福祉会館にて開催さ

れる予定である。 

２月の行事予定については資料のとおりである。 

  

少年育成センターに関し、事務報告する。 

1/8 福祉会館において｢四国中央市の青少年の心を育てる指標｣検討委員

会を開催し、市民会議の各団体からいただいた意見について検証し、原案の

作成を行っている。 

1/10 グランフジ川之江店、ハローズ三島店において川之江交番連絡協議
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会と三島交番連絡協議会の｢110番の日｣啓発活動が実施された。毎年、1/10

の｢110番の日｣に合わせて川之江交番、三島交番が主体となって構成してい

る。会員が買い物客に防犯等のチラシを配り安心・安全なまちづくりの啓発

を行っている。 

1/24 川之江高校において、市内中高生徒指導連絡協議会が開催された。

これは、市内の3高校が主体となって、年に3回定期的に市内中・高の生徒指

導主事と関係機関が集まるもので、各校の現況報告や情報交換を行い、中・

高の連携を図っている。 

2/15 妻鳥公民館において、児童生徒の健全育成に関する交流研修会が開

催予定である。これは、川之江北中学校・川之江南中学校が主体となり、年

に２回、川之江地域の健全育成に関係する各種団体が一同に会し、現況報告

や情報交換を行い、児童生徒の健全育成に関する交流を図るものである。 

その他、１月中に６地区で補導委員の地区会を開催または予定している。 

行事報告ではないが、１月に入り不審者情報が多発している。１月だけで

既に10件ほど発生している状況である。不審者情報としているが実害(犯罪

行為)となっているものもある。特に市内高校生が狙われている状況であ

り、見守りのお願いをしたい。 

 

生涯学習課所管の社会教育・社会体育に関し、事務報告する。 

1/5 四国中央市成人式が行われた。今年度は３会場同時開催ということ

で、これまでの内容等を変更し実施している。出席者は３会場の合計で729

名であった。また、定例教育委員会終了後、委員各位にはお時間をいただ

き、意見等を伺いたいと思っているのでよろしくお願いしたい。 

1/12 第27回「新春やまじっこマラソン大会」が、土居関川河川敷ふるさ

と広場を主会場に開催された。天候に恵まれ1246名の参加をいただいてい

る。 

1/13 三島運動公園体育館にて、｢親子ふれあい凧あげ大会｣が開催され

た。親子で230名の参加をいただいた。凧を作り、凧あげを楽しんでいただ

いた。 

2/2 第10回市内小学生駅伝大会が開催される予定である。 

2/9 第8回愛護班研究集会が行われる予定である。 

2/16 市連合婦人会防災学習会が開催される予定である。 

 

国体推進課所管事務に関し、事務報告する。 

1/21 第69回国民体育大会冬季大会愛媛県選手団結団式及び壮行会が行わ

れた。スケート、アイスホッケーが栃木県日光市、スキーが山形市で開催さ

れる。愛媛県からも選手団を派遣しているが得点圏に絡んでいるのは１名の

みである。但し、国体は冬季大会得点も加算されるため、スカウティングが

愛媛県において積極的に行われている。大学等のトップ選手を誘致すべく活

動が行われているところである。 

1/28 愛媛県民泊情報交換会が開催される。県庁において、鬼北町、西予

市、内子町、四国中央市の４市町が情報交換会を行う。民泊については鬼北

町、西予市、内子町については行うことを決定している。四国中央市におい

ては、広域配宿等を検討しながら今年度中に方針を出すために最終調整を行

っているところである。 

2/14 えひめ国体リハーサル大会二次調査協議が実施される。様々な競技

に対する基礎調査が進められているところである。 
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文化図書課所管の文化振興・図書館に関し、事務報告する。 

1/12 ユーホールにおいてニューイヤー・ガラ・コンサートを開催してい

る。入場者は346名である。 

1/19 第３回紙のまち新春競書大会を伊予三島運動公園体育館にて開催し

た。191名の小・中学生に参加をいただいた。中でも三好市から６名の申込

みで５名の参加があったが、内４名が佳作以上の入賞となった。 

 1/24 ふれあい大学企画委員会(第２回)を開催し次年度の企画選定を行っ

ている。 

 1/27 文化財防火訓練が土居町の三福寺において、消防署の協力を得て放

水訓練等を実施している。 

1/31 図書館協議会を予定している。 

2/1 ふれあい大学の今年度最終事業である｢高嶋ちさこコンサート｣をユ

ーホールで予定している。チケットについては即日完売している。 

2/22、23 俳諧の里土居俳句大会を予定しているが、現在のところ市内全

小学校よりこれまでで最高の7,000余りの投句をいただき審査の準備をして

いるところである。 

続いて図書館関係について報告する。 

図書館行事については、定例の行事の他、次の行事を開催し図書館の利用

促進を図っている。 

＜川之江図書館＞ 

1/25 ｢木の実で作るスイーツ｣と題して木切れや木の実、落ち葉など自然

の物を使ってお好みのスイーツを作った。 

2/4 ｢易しい英語の随筆を読んでみませんか？｣ということでＮＨＫ「ラ

ジオ英会話」で使っている『Ｋｉｃｈｅｎ Ｔａｂｌｅ Ｔａｋｅ』という

テキストを読み進め感想などを話し合う。英語に対する関心の高さが伺える

昨今であり毎週火曜日に継続的に実施し、利用促進に繋げて行きたいと考え

ている。 

１/4～30 金生第二小学校教頭の松木康弘先生の日展入選作品絵画を展示

しているのでお時間があれば是非ご覧いただきたい。 

その他、映画会として 

2/8 子ども向けにアニメ｢ももたろう｣、「チップとデール」を上映予定で

ある。 

2/20 大人向けの映画会として｢ペネロピ｣を予定している。開始は何れも

10：00からで入場料は無料なのでこちらの方もお時間があればご覧いただき

たい。 

親子図書館だが1/11に幼児から大人を対象にカルタ大会を開催し、いろは

カルタなど10種類のカルタを各グループに分かれて楽しんでいただいた。 

＜三島図書館＞ 

1/18 幼児・小学生を対象にボランティアグループちょきちょき隊による

手作り工作教室｢マグネットスイーツデコ｣を開催している。当初予定してい

た定員20名を大幅に上回り40名の参加があった。また、当日は例月行ってい

るボランティア行事のおはなし☆らっこ、きんこんかんと一緒に開催し楽し

く一日にぎわっていただいた。 

2/4～13 年一回の曝書期間を予定しており休館させていただく。開架な

どの点検作業や防火訓練を予定しており、利用者の皆様の理念向上と職員の

防災意識の徹底に取り組んで今後の的確な図書館運営に努めたい。 
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＜土居図書館＞ 

 1/29 ｢水引で小物を作ろう！｣と題して箸置きやブローチ作りを予定して

いる。 

 2/15 森永乳業株式会社とコラボして｢おやこでクッキング＆おはなし会｣

の開催を予定している。当日は栄養士の同席もあり、親子で楽しみながら絵

本に興味を持っていただき、図書館の利用促進を図りたいと考えている。 

 2/21 ｢製本教室｣が実施され、大人を対象として豆本を作成する。今回で

３回目となるが自分だけの一冊を手作りできる良い機会となることから毎回

好評をいただいている。 

1/28～31 土居高校生のインターシップを実施する。三島図書館に生徒５

名、土居図書館に生徒４名を予定している。カウンター業務だけでなく館内

全般の職場体験をしていただくことで図書館に対する理解を深めてもらう。 

 全図書館の取り組みとして1/4～18までの間、図書館川柳を募集したとこ

ろ178句の応募があった。応募のあった川柳については、1/22～２月末日ま

で全図書館に掲示している。また、来館者の投票による人気の高い５作品

は、図書館だよりやＨＰに掲載予定である。投票する場合は窓口カウンター

に声をかけていたただければと思う。沢山応募いただいたことに感謝すると

共に今後も図書館に対して利用促進を図りたいのでよろしくお願いしたい。 

 なお、先ほどの新春競書大会の作品だが、1/22～2/2までフジグラン川之

江の１階スポーツ店前に展示している。その後、順次各庁舎を回って行くの

でお時間があればご覧いただきたい。 

 

人権啓発課所管事務に関し、事務報告する。 

1/10 人権啓発推進員街頭啓発を17時より行っている。これについては昨

年の８月～本年１月(最終)まで毎月３会場で人権啓発推進員(市職員)81名が

参加している。 

1/19 障害者福祉団体連合会人権研修会を川之江文化センターにて開催

(90名参加)している。 

1/20 第５回関係者対策連絡会議を保健センターにて開催している。 

1/22 土居地域小学６年生交流会(第２回)を土居隣保館で開催している。

これは土居地域の小学校６年生と土居中学校との交流で、170名の参加を得

ている。 

1/27 人権・同和教育推進者養成講座修了者会(午前の部10：00～、夜の

部19：30～)を中之庄公民館で開催している。昨年５回養成講座を受講され

た方を修了者と認定したおり、その方々の修了者会ということで開催してい

る。 

1/29 土居隣保館人権・同和教育講演会を19：30から予定している。講師

に西森法子先生、クレシェンドをお招きする予定である。 

1/31 土居地域新転任教職員等人権・同和教育研修会の開催予定(16：00

～18：00)である。年間６回継続し行われ、今回が最終回である。 

2/13 愛媛県人権・同和教育訪問が13：00から行われる。これは東予教育

事務所並びに愛媛県が当市を訪問し、人権・同和教育の進行状況等を協議す

るものである。午前中(11：00～)に事前協議があり、午後からは当市の実演

報告並びに研究協議が行われる。 

2/16 第14回｢ふれあいのつどい｣が川之江隣保館で開催される。講師は 

タレント・漫才師の辻イト子・まがるの両氏である。 

2/28 ｢人権フェア｣人権・同和教育講演会を朝日文化会館にて開催(19:00
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～)する。講師に宇和島市人権啓発課の首藤将文先生をお招きし講演会を予

定している。 

 

只今の教育長及び各担当からの報告について、意見質問等がないか問う。 

 

 文化図書課1/31の司書会は学校の司書教諭も集まるのか。 

 

 図書館の司書のみである。 

 

 司書教諭との交流は行っていないのか。 

 

 司書教諭全体との交流は行っていないが、学校個々の先生方との協議は進

めている。学校図書室との連携も視野に入れているが、進み具合は今一つで

ある。 

 

 先ほどからインフルエンザとノロウイルスの話がでているが、状況の詳細

を教えていただきたい。 

 

 現在、ノロウイルスについての情報はない。インフルエンザについては出

席停止が市内幼稚園で３名、小学校が34名、中学校が24名で合計61名であ

る。このデータは昨日のもので本日はまだデータが届いていない。先ほど鈴

木補佐より話があったように、現在、中学校１校で学年閉鎖となっている。

小学校についても人数が増えている状況であり、今後は学級及び学年閉鎖に

なる可能性が高い。流行性の胃腸炎も増えているようである。 

 

 毎年お話させていただいているが、行事予定でもお分かりのとおりこの時

期は学校給食交流会が実施される。また近々、法人会による租税教室も小学

校で実施される。外部との交流が多い時期となるので学校の適切な判断のも

とに児童の指導をお願いしたい。 

 

他に意見等ないか問う。 

 

 新春競書大会で三好市より５名参加いただいたが、参加の経緯並びに今後

も広く参加募集して行くのかをお伺いしたい。 

 

 まず、参加経緯について、以前より競書大会自体が市内大会という位置付

けではなく広く市外からも参加者を募ってみてはとの意見があった。昨年10

月の末に四国まんなか協議会を通じて徳島県三好市、香川県観音寺市にも声

掛けを行い、それぞれの教育委員会に参加を依頼させていただいた。両市共

に各小学校に声掛けいただいたが、観音寺市については残念ながら今年の参

加は難しいとのことであった。三好市からは箸蔵小学校と池田小学校から参

加いただけることとなった。参加申し込みは６名であり、当日体調不良で１

名不参加であったが５名の参加を得られた。 

 今後についても継続的に三好市、観音寺市に声掛けを行い、できるだけ参

加をお願いする。三好市においては入選された方の賞状を直接学校にお持ち

して校長先生とお話をさせていただいたところ、競書大会は好評であり来年

も是非参加させていただきたいとのことである。次回は今年より多数の参加
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をいただけるのではないかと思う。 

 

 四国まんなか協議会に高知県は入っていないのか。 

 

 お見込のとおりである。４、５年前ほどに高知県の大豊は離脱している。 

 

 他に意見等ないか問う。 

 

 人権啓発課2/14の土居高等学校公開ホームルームについて簡単にご説明い

ただきたい。 

 

 市内の三つの高校全てで行われている行事である。高校における人権・同

和教育の授業を参観でき、広く一般に公開しているものである。高校の所管

は県教育委員会だが、人権教育については高校との連携もあり、広く一般に

公開されている高等学校公開ホームルームに我々も参加させていただいてい

る。 

 

 参加するのは生徒ではなく教員等か。 

 

 お見込のとおりである。幼稚園あるいは保育園の先生など都合がつく先生

方等には参加いただいている。 

 

 他に意見等ないか問う。 

 図書館は色々と行事が行われており、委託して良かったのではないか。 

 

 ありがたいご意見である。図書館に足を運んでいただく目的で色々な行事

を行っている。新しい取り組みも増えている状況である。来年度からは第二

期の指定になるので、それに向けさらに内容の充実を図るよう、NPOが自主

的に取り組んでいるようだ。 

 

 報告にあった松木康弘先生の作品は日展に何回も入選している。 

 ところで、坂田先生（坂田虎一画伯）の絵画は教育委員会で保管してあっ

たか。 

 

 教育委員会と一部総務課保管のものがあり、機会を見て整理しなくてはな

らない。市で保有している絵画等の展示を含めての保管状況がよくないので 

今後検討していく予定である。 

 

 坂田先生の絵画等は素晴らしく保管しているだけではもったいない。 

 

 当市には美術館がないが。 

 

 その件は高原ふるさと館の利用形態を含め検討させていただきたい。でき

れば１階展示場を切り替え、絵画を中心とした企画展を計画しては、と考え

ている。また、高原ふるさと館に絵画が収蔵できるスペースを造りたいと考

えている。 
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 市民からも絵画等を寄付したいという申し出があると思う。ただ保管や展

示、広く公開するスペースがない。 

 

 美術館は必要ではないか。 

 

 そうした絵画を当市10周年記念行事等、何らかの形で広く市民に公開でき

るように検討していただきたい。 

 他に意見等ないか問う。 

 

 学校給食で万が一ノロウイルスが発生した場合、対応マニュアルの作成は

できているのか。 

また、給食費10円アップは消費税にかかわるものか、消費税が10％になれ

ばその際も給食費が上がるのか。また、給食費の値上げは何年ぶりかを伺い

たい。 

 

 ノロウイルスに関しては危機管理マニュアルがある。これはノロウイルス

に限らず異物混入等全て含めて作成されている。問題発生時は全て給食係に

連絡があり、その内容を教育長等に報告、必要に応じて報道機関に発表とい

う形になる。 

 給食費に関しては平成21年にそれぞれ10円ずつ値上げしている。その後、

５年ほどは値上げしない方向であったが、消費税が上がるため値上げはやむ

をえないと考える。なお、給食費については毎年の物価の上昇も勘案してい

る。今回についても物価上昇分を試算したが、消費税アップ分のみ見込めば

よいとの結論に至り10円アップとなった。本来ならば今回の値上げで５年間

ほど給食費を安定させるべきだが、消費税が10％になるかどうか現段階では

確定ではないため、今回は消費税８％分のみを考慮した値上げとして進めさ

せていただいている。 

 

他に意見等ないか問い、議事に移る。 

 

議事 

議案第１号「四国中央市立学校等医療的ケア実施要綱の制定について」を

上程し、議案の説明を求める。 

 

議案第１号について、資料に基づき議案概要を説明する。 

四国中央市立学校等医療的ケア実施要綱を資料のとおり定める。提案理由

としては、継続的・日常的に医療的ケアを要する幼児・児童・生徒に対し、

市立幼稚園・市立小中学校においても医療的ケアを可能とするにあたり、必

要な事項を定めるものである。 

 

詳細内容について、資料に基づき説明する。 

医療的ケアを要する幼児・児童・生徒については、現状その母親が毎日学

校に来て医療的ケアを施している。医師法で定められているとおり、医療的

ケアは医師か看護師、本人かその家族しかできないと定められている。但

し、母親が毎日学校に来ることが難しいこともあることや、母親の負担軽減

を図るという意味で看護師等が学校で医療的ケアを実施できるような要綱を

定めたい。 
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この要綱のポイントであるが、2012年の４月に社会福祉士法及び介護福祉

士法が改正され、ホームヘルパー等が一定の研修を受ければ医療的ケアがで

きるようになった。その中に教員も学校で一定の研修を受ければ医療的ケア

を行うことができるよう法律が改正されている。来年の４月から当面は、看

護師資格を持っている支援員が医療的ケアを実施するが、将来は教員等が一

定の研修を受けて医療的ケアを実施できるよう、その旨を要綱に盛り込んで

いる。教員は一定の研修を受けても異動があるが、臨時職員であればある程

度配置を配慮できる。 

 

 これは市の単独事業なのか。 

 

お見込のとおり市の単独事業である。予算措置については市の臨時職員の

賃金規定があるが教育支援員は7,000円/日、看護師は9,000円/日となってい

る。母親が学校に来ることができず、教育支援員が医療的ケアを実施した日

に限り2,000円/日の差額を支払うこととしたい。 

 

 当市の学校に通っておらず医療的ケアを必要とするその他の子どもは養護

学校等に通っていいるのか。 

 

 その他、当市で医療的ケアを要する方で義務教育にある児童生徒は、新居

浜特別支援学校に通っている。新居浜特別支援学校において学校内で医療的

ケアを始めたのは１年前である。１名の看護師を常勤採用し、３名の医療的

ケアを必要とする子どもの対応に当たっていると聞いている。しげのぶ特別

支援学校はそのような方が多くいると思われる。 

 

 今回の医療的ケア実施要綱は給食のアナフィラキシーも対象となるのか。 

 

 エピペンについては要綱にはない。医療的ケアの内容については要綱の第

３条に定めているとおり、経管栄養、痰の吸引、導尿、気管カニューレの管

理等となる。 

 

 こうした要綱は準則があるのか。それとも独自に考えたものか。 

 

 新居浜特別支援学校が１年先行し実施しているのでその要綱を参考にさせ

ていただいている。 

 

 保護者が来られない時にケアを実施する看護師は、他の病院から来ること

もあるのか。 

 

 現在、医療的ケアを必要とする子どもが在籍する学校では、たまたまであ

るが看護師資格を有する教育支援員が在籍している。母親が来れるときは他

の児童の支援にあたり、母親が来られない時に医療的ケアを実施する。教育

支援員が医療的ケアを実施した日は先ほど賃金規定に準ずるものとなる。 

 

医療的ケアに関することは、要綱以外に条例等で定めているところはある

のか。 
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細川補佐(学教) 

 

委員長 

 

細川補佐(学教) 

 

 

学校教育課長 

 

 

委員長 

 

教育長 

 

 

細川補佐(学教) 

 

 

 

委員長 

 

全委員 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

委員長 

 

 

学校教育課長 

 

 要綱のみである。 

 

 全国的にこうした学校での医療的ケアの実施は多いのか。 

 

 まだ全国的にも始まったばかりである。特別支援学校では多いようだが、

通常の学校ではまだ少ないようである。 

 

特別支援教育等についてもインクルーシブ教育を含め、地元志向という形

が増えてくるため、こうした対応を取って置く必要がある。 

 

 制度は早くできるが財政措置が伴わない実感だ。 

 

 この要綱が定められ保護者の要求があれば、市として予算化しなければな

らない。 

 

 一応、予算要求はしており３月議会で議決いただければ実施することとな

る。現在、要求は週２日程度、年間35週で計算し、年間70日を限度に対応す

ることとしている。 

 

他に意見質問等ないか問い、本案を可決承認することに異議ないか問う。 

 

異議ない旨伝える。 

 

 異議ない旨確認し、議案第１号「四国中央市立学校等医療的ケア実施要綱

の制定について」の原案を可決する旨宣する。 

提出された議案の審議等は終了したので、その他の案件に移る。 

 

その他 

 「四国中央市社会教育委員設置条例の一部を改正する条例について」の説

明を求める。 

 

 資料に基づき「四国中央市社会教育委員設置条例の一部を改正する条例

（案）について」の説明を行う。これは社会教育法が平成26年４月１日から

一部改正されることに伴い、市の社会教育委員設置条例の一部を改正するも

のである。 

 

只今の説明に、意見質問等ないか問う。 

 これは議会に提出するのか。 

 

お見込のとおりである。今回の一部改正については現行の基準と大きな変

わりはなく、特に問題等はないかと思う。 

 

他に意見等ないか問う。 

日程に示された以外にその他報告事項等ないか問う。 

 

｢教育奨励賞の実施要領の改正について｣のご審査・決定をお願いしたい。



四 国 中 央 市 教 育 委 員 会 会 議 録 

13  

 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

国体推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

国体推進課長 

 

委員長 

 

国体推進課長 

 

 

 

 

近藤委員 

 

国体推進課長 

 

 

 

委員長 

 

田邉補佐(文化) 

 

 

 

 

これは当市教育委員会の教育奨励賞について毎年３月に決定し、４月の教職

員総会で表彰式を行っているが中身の一部変更させていただくものである。

資料に沿って変更部分の説明を行う。 

 

只今の説明に、意見質問等ないか問う。 

 

｢教育奨励賞の実施要領の改正について｣異議等ないか問い、承認する旨宣

する。 

 

先ほど教育長からもお話があったが来月の教育委員会定例会の際に全国学

力・学習状況調査(学力テスト）、結果「公表」についての動向に関してご審

議をお願いしたい。 

 

県の｢えひめ国体｣に関する新しいパンフレットについての概要説明を行

う。 

市民啓発活動については徐々に進めて行く。｢えひめ国体｣の３年前である

現段階で一気に行ってしまうと中だるみも考えられ、２年前、１年前と盛り

上げて行きたい。当市としては実行委員会に来年移行するが、ＰＲグッズと

して来月を目処として市内の幼・保・小・中・高の生徒約11,000人を対象に

クリアファイル(市の５競技種目のみきゃんをプリント)を用意しているとこ

ろである。そのように徐々にではあるが市民啓発活動に取り組んで行く予定

で現在準備を進めている。 

 

高校野球は特別競技で得点には関係がないのか。 

 

お見込とおり得点に数えられない。 

 

選手の強化は進んでいるのか。 

 

選手の強化はまだまだ悩ましいところである。昨年の東京国体において愛

媛県は総合26位であり、来年、再来年と順位を上げる取り組みを行っている

ところである。天皇杯を取ると言ってはいるものの成績が伴っていないのが

現状のようである。 

 

これまで開催地で天皇杯を取れなかったところはあるのか。 

 

高知県以降はない。ここ10年辺りは開催地で天皇杯を取っており、政官財

あらゆるところが国体に絡んでいるので天皇杯を取ることへの意識が高くな

っているのが現状である。 

 

他に報告等ないか問う。 

 

2/23福祉会館４階において映画｢先祖になる｣を上映することとなった。内

容については陸前高田市にお住いの佐藤氏の被災後の生き様をドキュメンタ

リーにしたものである。教育委員の皆様には昨年、陸前高田市に視察に行っ

ていただいており、今、こうした状況になっているといったところを見てい

ただければと思う。なお、当日映画の上映の後、陸前高田市から出演の佐藤
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委員長 

 

 

田邉補佐(文化) 

 

 

委員長 

 

 

田邉補佐(文化) 

 

 

 

委員長 

 

高橋副課長(教総) 

 

 

教育総務課長 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏、菅野氏のお二人と篠原市長の対談が予定されている。同時に４階ロビー

にて陸前高田市の物産展も催す予定となっている。是非、皆様にご覧いただ

きたい。 

 

何か意見質問等ないか問う。 

現在も職員が陸前高田市の方に派遣されているのか。 

 

現在は派遣されていない。陸前高田市復幸応援センターは今年３月で終了 

すると伺っている。 

 

報道にあった｢寒すき和紙｣の卒業証書用紙というのは、当市派遣職員によ

るものか。 

 

お見込とおりである。派遣された職員により、陸前高田市の「高田松原」

の松のおがくずを四国中央市の和紙に漉きこみ卒業証書原紙を作成してい

る。 

 

他に意見質問等ないか問う。 

 

 3/1(土)に各県立高校の卒業式がありご案内をいただいている。委員の皆

様にはご出席をよろしくお願いしたい。 

 

次回定例会の招集を願う発言。 

 

次回、教育委員会第２回定例会を平成26年２月17日（月）午後１時30分か

ら、本庁５階第１委員会室に召集する。 

 他に報告等ないか問い、報告・意見等ない旨確認する。 

 

閉会 

 午前10時55分、閉会を宣する。 

 

 

 以上、会議の顛末を記録し、その真正であることを認め、署名する。 

 

 

 

 教育委員会会議録署名人 

 

 

  四国中央市教育委員会 委員 

 

   

  四国中央市教育委員会 委員 

 

 

              会議録作成者 教育総務課 星川 直子 

 


